
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
独
立
運
動
を
通
し
て
み
た
イ
ギ
リ
ス
の
国
政
と
地
域
政
治
（
山
田
）

（
六
八
一
）

1 　

イ
ギ
リ
ス
（
Ｕ
Ｋ
：
連
合
王
国
）
に
お
け
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

独
立
運
動

2 　

イ
ギ
リ
ス
（
Ｕ
Ｋ
：
連
合
王
国
）
の
歴
史
と
地
域
の
特
色

3　

イ
ギ
リ
ス
（
Ｕ
Ｋ
：
連
合
王
国
）
の
国
政
と
政
党

4 　

イ
ギ
リ
ス
（
Ｕ
Ｋ
：
連
合
王
国
）
の
地
域
政
治
改
革
の
歴
史
と

現
状

5 　

イ
ギ
リ
ス
（
Ｕ
Ｋ
：
連
合
王
国
）
の
地
域
政
治
の
実
態
と
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
独
立
運
動
の
影
響

1 　

イ
ギ
リ
ス
（
Ｕ
Ｋ
：
連
合
王
国
）
に
お
け

る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
独
立
運
動

二
〇
一
四
年
九
月
一
八
日
に
実
施
さ
れ
た
、「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
の
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
独
立
に
関
す
る
住
民
投
票
」（O

n 18 

S
eptem

ber 2014, all electors in S
cotland －

native, E
nglish-

born and resident E
U
 citizens －

w
ill be asked to vote on the 

follow
ing question: ‘S

hould S
cotland be an independent 

country? Y
es or N

o? ’

）
は
、
約
四
三
〇
万
人
の
登
録
有
権
者
の

八
四
・
六
％
が
投
票
し
た
結
果
、
反
対
が
二
〇
〇
万
一
九
二
六
票

（
五
五
・
二
五
％
）
で
あ
り
、
賛
成
が
一
六
一
万
七
九
八
九
票

（
四
四
・
六
五
％
）
に
と
ど
ま
っ
た
。
住
民
投
票
に
よ
っ
て
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
の
独
立
が
否
決
さ
れ
た
結
果
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
は
こ

れ
ま
で
と
同
じ
よ
う
に
イ
ギ
リ
ス
に
と
ど
ま
る
こ
と
に
な
っ
た

（
1
）

。

そ
の
結
果
、
イ
ギ
リ
ス
（
Ｕ
Ｋ
：
連
合
王
国
）
の
、“the U

nited 

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
独
立
運
動
を
通
し
て
み
た
イ
ギ
リ
ス
の
国
政
と
地
域
政
治
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る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
存
在
し
な
い
」
こ
と
を
あ
げ
て
い
た
。
そ
こ

で
は
「
過
去
三
〇
年
以
上
（
一
九
七
六
│
二
〇
〇
六
年
）
の
間
の
イ

ギ
リ
ス
の
経
済
成
長
率
が
二
・
三
％
で
あ
る
の
に
対
し
て
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
は
一
・
八
％
で
少
な
く
」、
周
辺
の
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
の
平

均
成
長
率
三
・
三
五
％
か
ら
見
て
低
い
が
、
そ
れ
ら
の
国
に
は
オ

イ
ル
が
な
い
こ
と
を
あ
げ
、
北
海
油
田
へ
期
待
で
き
る
こ
と
で
心

配
は
な
い
こ
と
を
強
調
し
て
い
た
。
ま
た
経
済
問
題
に
関
す
る
通

貨
問
題
、
財
政
問
題
、
北
海
油
田
枯
渇
の
可
能
性
、
金
融
危
機
、

道
徳
、
防
衛
や
国
際
関
係
、
文
化
な
ど
に
対
す
る
批
判
に
も
問
題

が
な
い
こ
と
も
強
調
し
て
い
た

（
3
）

。

こ
う
し
た
主
張
の
背
景
の
一
つ
に
、「
二
〇
〇
五
年
に
英
国
政

府
が
、
一
九
七
四
年
時
点
で
『
北
海
油
田
の
収
入
が
あ
れ
ば
、
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
は
独
立
し
て
欧
州
で
の
最
強
の
自
由
通
貨
を
手
に

で
き
る
』
と
い
う
報
告
書
を
ま
と
め
て
い
た
が
、
そ
の
事
実
を

ず
っ
と
隠
し
て
い
た
こ
と
が
発
覚
し
た
」
こ
と
を
あ
げ
る
こ
と
が

で
き
る

（
4
）

。
し
か
し
住
民
投
票
は
、
一
時
は
独
立
賛
成
派
の
優
勢
が

伝
え
ら
れ
て
い
た
が
、
特
に
経
済
問
題
を
中
心
と
し
た
反
対
派
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
功
を
そ
う
し
た
形
と
な
り
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

の
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
独
立
反
対
で
決
着
し
た
の
で
あ
る
。

イ
ギ
リ
ス
は
、
総
面
積
約
二
四
万
一
七
五
二
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト

K
ingdom

 of G
reat B

ritain and N
othern Ireland ”

す
な
わ

ち
「
グ
レ
ー
ト
ブ
リ
テ
ン
及
び
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
連
合
王
国
」
と

し
て
の
形
態
が
維
持
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

（
2
）

。
今
後
は
ど
の
程
度

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
自
治
権
が
拡
大
さ
れ
る
か
に
関
心
が
移
っ
て

い
る
。
今
後
の
改
革
が
、
国
家
と
地
域
の
関
係
や
そ
れ
ぞ
れ
の
役

割
を
ど
の
よ
う
に
変
革
す
る
か
は
、
現
代
国
家
の
あ
る
べ
き
形
態

の
一
つ
の
モ
デ
ル
を
提
示
す
る
可
能
性
が
認
め
ら
れ
る
。
但
し

ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
（
イ
ギ
リ
ス
議
会
）
の
判
断
（
ど
の
よ
う
な

法
を
整
備
す
る
の
か
）
に
よ
っ
て
は
、
再
び
独
立
運
動
が
活
発
化
す

る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
独
立
賛
成
派
は
、
そ
の
理
由
の
第
一
の
も
の

と
し
て
、「
よ
り
良
い
統
治
の
理
論
：
ブ
リ
テ
ン
は
機
能
し
て
い

る
の
か
」
を
か
か
げ
て
い
た
。
そ
こ
で
は
「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
は

エ
ジ
ン
バ
ラ
か
ら
の
統
治
に
基
礎
を
置
く
、
他
の
地
域
と
は
ま
っ

た
く
別
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
あ
っ
て
、
四
〇
〇
マ
イ
ル
は
な
れ
た

と
こ
ろ
（
イ
ギ
リ
ス
政
府
：
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
…
著
者
注
）
の
統

治
下
に
あ
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
」
こ
と
を
強
調
し
て
い
た
。
第
二

の
理
由
は
、「
経
済
上
の
理
論
：
独
立
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
迅

速
な
成
長
を
意
味
す
る
」
で
あ
り
、「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
が
イ
ギ

リ
ス
の
一
部
で
あ
る
こ
と
で
豊
か
さ
を
拡
大
し
て
い
る
と
主
張
す

九
六
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と
を
条
件
に
独
立
が
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

に
は
イ
ギ
リ
ス
に
と
ど
ま
る
見
返
り
に
地
域
議
会
が
設
置
さ
れ
て

い
る
。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
自
由
国
は
一
九
四
九
年
に
英
連
邦
か
ら
離

脱
し
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
共
和
国
と
な
っ
て
い
る

（
6
）

。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
は

当
初
、
英
連
邦
残
留
を
条
件
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
自
由
国
と
し
て
の

独
立
が
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
も
イ
ギ
リ
ス

と
の
協
調
関
係
の
維
持
を
前
提
に
独
立
運
動
を
展
開
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
ま
た
面
積
七
万
三
〇
〇
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
人
口
約

四
五
九
万
人
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
共
和
国
が
独
立
を
維
持
で
き
て
い

る
こ
と
は
、
人
口
規
模
で
も
面
積
で
も
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
共
和
国
を

一
五
％
ほ
ど
大
き
く
し
た
形
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
が
独
立
を
考
え

る
一
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い

（
7
）

。

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
は
、
特
に
分
権
や

独
立
を
め
ぐ
る
運
動
が
、
独
立
を
主
張
す
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民

族
党
（S

cottish N
ational P

arty

：
Ｓ
Ｎ
Ｐ
）
の
勢
力
拡
大
と
連
動

し
て
拡
大
し
て
い
っ
た
。
キ
ャ
ラ
ハ
ン
労
働
党
内
閣
（
一
九
七
六

│
一
九
七
九
）
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
お
よ
び
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
独

立
運
動
に
対
す
る
懐
柔
策
と
し
て
、
地
域
議
会
の
設
置
と
議
会
へ

の
権
限
委
譲
を
提
案
し
た
。
両
地
域
で
の
議
会
設
置
と
分
権
に
関

す
る
住
民
投
票
は
一
九
七
九
年
に
実
施
さ
れ
た
。
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の

ル
で
、
総
人
口
は
約
六
二
二
七
万
人
で
あ
る
。
国
土
の
約
五
四
％

ほ
ど
の
一
三
万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
強
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
あ
り
、

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
は
三
三
％
に
近
い
八
万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
弱

で
あ
り
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
は
八
％
強
の
二
万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
程
、

北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
は
六
％
弱
の
一
万
四
千
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
程

で
あ
る
。
国
土
の
半
分
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
、
三
分
の
一
が
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
人
口
で
比
較
し
て

み
る
と
、
総
人
口
の
八
四
％
近
い
五
二
二
四
万
人
が
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
に
住
ん
で
い
る
の
で
あ
り
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
は
八
％
強
の

五
二
三
万
人
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
は
五
％
弱
の
三
〇
一
万
人
、
北
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
に
は
三
％
弱
の
一
八
〇
万
人
し
か
住
ん
で
い
な
い
。
人

口
に
関
し
て
い
え
ば
、
イ
ギ
リ
ス
の
人
口
の
八
割
超
は
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
に
集
中
し
て
い
る
の
で
あ
る

（
5
）

。
人
口
を
経
済
力
指
数
の
一
つ

と
考
え
た
場
合
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
圧
倒
的
な
力
強
さ
が
理
解
で

き
る
の
で
あ
り
、
他
の
地
域
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
従
属
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
よ
う
な
一
面
が
見
え
て
く
る
の
で
あ
る
。

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
け
る
分
権
推
進
や
独
立
運
動
を
刺
激
し

た
も
の
の
一
つ
と
し
て
、
一
九
二
一
年
の
英
愛
条
約
に
お
け
る
北

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
と
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
自
由
国
の
分
裂
を
あ
げ
る
こ
と

が
で
き
る
。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
自
由
国
に
は
英
連
邦
に
と
ど
ま
る
こ

九
七
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（
六
八
四
）

彼
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
出
身
で
あ
っ
た
こ
と
も
密
接
に
影
響
を
与

え
て
い
る
も
の
と
い
え
る
。
ブ
レ
ア
政
権
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

と
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
地
域
議
会
の
設
置
を
め
ぐ
り
、
住
民
投
票
に
踏

み
切
っ
た
の
で
あ
る
。

二
回
目
と
な
る
地
域
議
会
設
置
に
関
す
る
住
民
投
票
は
、
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
は
投
票
率
六
〇
・
二
％
で
、
賛
成
七
四
・
三
％
、

反
対
は
二
五
・
七
％
で
あ
り
、
有
権
者
の
四
五
％
弱
の
賛
成
票
を

獲
得
し
て
議
会
設
立
は
容
認
さ
れ
た
。
今
回
は
四
〇
％
条
項
は
設

け
ら
れ
て
は
い
な
か
っ
た
が
、
も
し
設
定
さ
れ
て
い
て
も
十
分
な

賛
成
票
で
あ
っ
た
。
今
回
は
自
治
権
の
拡
充
の
意
味
も
あ
り
、
も

う
一
つ
課
税
変
更
権
付
与
の
是
非
も
問
わ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て

は
、
賛
成
六
三
・
三
％
、
反
対
三
六
・
四
％
で
こ
ち
ら
も
成
立
し
た
。

ウ
ェ
ー
ル
ズ
議
会
設
立
に
関
す
る
住
民
投
票
で
は
、
投
票
率

五
〇
・
一
％
、
賛
成
五
〇
・
三
％
、
反
対
四
九
・
七
％
で
あ
り
、
わ

ず
か
六
千
七
百
票
差
で
の
勝
利
で
あ
っ
た
が
、
と
に
か
く
過
半
数

を
占
め
た
こ
と
か
ら
か
ろ
う
じ
て
議
会
設
置
が
決
定
さ
れ
た
。
た

だ
し
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
が
課
税
変
更
権
も
加
え
た
強
い
自
治
権
の

付
与
を
要
求
し
た
の
に
対
し
て
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
は
地
域
に
関
連
す

る
法
律
の
二
次
的
な
立
法
権
を
求
め
た
消
極
的
な
も
の
で
あ
っ
た

（
9
）

。

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
選
挙
は
、
定
員
一
二
九
名
の
う
ち
小
選

議
会
設
置
は
住
民
投
票
の
過
半
数
が
条
件
と
さ
れ
、
ス
コ
ッ
ト
ラ

ン
ド
の
住
民
投
票
に
は
、
全
有
権
者
の
四
〇
％
以
上
の
賛
成
と
い

う
厳
格
な
規
定
が
設
け
ら
れ
た
。
福
祉
国
家
の
拡
大
に
伴
う
国
家

財
政
へ
の
依
存
度
の
問
題
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の

住
民
投
票
は
約
二
〇
％
で
否
決
さ
れ
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
住
民

投
票
で
は
、
投
票
率
六
四
％
、
賛
成
五
一
・
六
％
、
反
対

四
八
・
四
％
で
、
有
権
者
全
体
の
三
三
％
に
留
ま
り
、「
四
〇
％
条

項
」
に
抵
触
し
た
こ
と
か
ら
分
権
改
革
は
実
現
し
な
か
っ
た

（
8
）

。
そ

の
後
は
サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
に
よ
っ
て
地
域
分
権
は
逆
に
押
さ
え
つ

け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
地
方
議
会
設
置
要
求
運

動
は
、
ブ
レ
ア
労
働
党
政
権
の
誕
生
に
よ
っ
て
再
び
政
治
課
題
と

し
て
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
労
働
党
は
か
つ
て
、
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
へ
の
自
治
権
付
与
を
容
認
す
る
形
で
自
由
党
と
の
連
立

に
よ
っ
て
政
権
を
経
験
し
、
キ
ャ
ラ
ハ
ン
内
閣
の
と
き
に
は
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
地
域
議
会
設
置
の
た
め
の
住
民

運
動
に
住
民
投
票
で
応
え
て
い
る
。
一
九
九
七
年
に
誕
生
し
た
ブ

レ
ア
政
権
も
、
地
方
分
権
拡
大
化
に
向
か
っ
て
動
き
だ
し
た
の
で

あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
四
地
域
の
分
権
改
革
が
進
展
し
た
の
は
、
ブ

レ
ア
政
権
が
労
働
党
内
閣
で
あ
っ
た
こ
と
も
強
い
要
因
で
あ
る
が
、

九
八



ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
独
立
運
動
を
通
し
て
み
た
イ
ギ
リ
ス
の
国
政
と
地
域
政
治
（
山
田
）

（
六
八
五
）

ス
議
会
に
あ
る
の
か
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
に
あ
る
の
か
が
問

題
と
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
首
相
と
サ

モ
ン
ド
・
自
治
政
府
首
相
は
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
に
「
エ
ジ
ン

バ
ラ
合
意
（E

dinburgh A
greem

ent

）」
を
締
結
し
、
ス
コ
ッ
ト
ラ

ン
ド
独
立
の
賛
否
を
問
う
住
民
投
票
の
実
施
に
関
す
る
立
法
権
を
、

英
国
議
会
か
ら
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
に
移
譲
す
る
こ
と
に
合
意

し
た
。
こ
の
合
意
に
基
づ
き
、
今
回
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
独
立

の
是
非
を
問
う
住
民
投
票
が
実
施
さ
れ
た
の
で
あ
る

（
12
）

。

2 　

イ
ギ
リ
ス
（
Ｕ
Ｋ
：
連
合
王
国
）
の
歴
史

と
地
域
の
特
色

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
は
、「
国
家
よ
り
も
民
族
や
文
化
が
テ
リ
ト

リ
ー
形
成
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
て
お
り
、
国
家
形
成
の

過
程
で
民
族
の
離
合
集
散
が
常
に
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
」
こ
と
か

ら
、「
多
民
族
・
多
文
化
の
上
に
、
一
種
の
約
束
ご
と
と
し
て
軽

く
国
が
の
っ
て
い
る
形
で
国
家
形
成
が
行
わ
れ
て
」
き
た
の
で
あ

り
、「
国
家
形
成
の
過
程
に
お
い
て
民
族
の
離
合
集
散
が
常
に
繰

り
返
さ
れ
て
き
た
」
と
い
う
側
面
が
あ
る
と
い
う
考
え
方
も
み
ら

れ
る

（
13
）

。
多
民
族
社
会
で
あ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
民

族
が
異
な
っ
た
言
語
や
文
化
や
宗
教
な
ど
を
確
立
し
、
テ
リ
ト

挙
区
七
三
議
席
、
比
例
代
表
五
六
議
席
の
小
選
挙
区
比
例
代
表
並

立
制
で
実
施
さ
れ
て
い
る
、
そ
の
一
九
九
九
年
・
二
〇
〇
三
年
・

二
〇
〇
七
年
・
二
〇
一
一
年
の
四
回
に
わ
た
る
選
挙
結
果
を
見
る

と
、
労
働
党
は
五
六
議
席
・
五
〇
議
席
・
四
六
議
席
・
三
七
議
席

と
議
席
の
減
少
傾
向
が
著
し
い
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
族
党
は

三
五
議
席
・
二
五
議
席
・
四
七
議
席
・
六
九
議
席
と
増
加
傾
向
が

見
ら
れ
る
。
保
守
党
は
一
八
議
席
・
一
八
議
席
・
一
六
議
席
・

一
四
議
席
と
微
減
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
自
由
民
主
党
は
一
七
議

席
・
一
七
議
席
・
一
七
議
席
・
五
議
席
で
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民

族
党
の
急
増
の
影
響
を
う
け
た
と
見
ら
れ
る
。
そ
の
他
は
三
議

席
・
一
九
議
席
・
三
議
席
・
四
議
席
と
な
っ
て
お
り
、
一
時
の
増

加
は
あ
っ
た
も
の
の
、
そ
の
後
は
低
迷
し
て
い
る

（
10
）

。
第
四
回
選
挙

で
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
族
党
が
過
半
数
を
占
め
た
こ
と
か
ら
、
独

立
に
向
け
た
運
動
が
、
サ
モ
ン
ド
・
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
自
治
政
府

首
相
の
指
導
の
下
で
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
自
治
政
府
は
二
〇
一
二
年
一
月
に
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
独
立
に
関
す
る
協
議
文
書
を
発
表
し
、
二
〇
一
四
年
に
住

民
投
票
を
実
施
す
る
と
し
た
。
こ
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
独
立
に
関

す
る
住
民
投
票
を
実
施
す
る
権
限
は
、
権
限
踰
越
（ultra vires, 

beyond of pow
er

）
の
法
理

（
11
）

や
制
限
列
挙
方
式
に
よ
り
、
イ
ギ
リ

九
九
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イ
ル
ラ
ン
ド
に
は
お
よ
ば
な
か
っ
た
。
ロ
ー
マ
人
は
ス
コ
ッ
ト
ラ

ン
ド
全
域
の
支
配
を
あ
き
ら
め
、
一
二
二
年
か
ら
約
一
〇
年
を
か

け
て
境
界
線
と
も
い
え
る
全
長
一
一
六
キ
ロ
に
及
ぶ
ハ
ド
リ
ア
ヌ

ス
の
長
城
を
建
設
し
た
。
そ
の
後
、
現
在
の
フ
ォ
ー
ス
・
ク
ラ
イ

ド
運
河
に
近
い
形
で
、
全
長
五
〇
キ
ロ
の
ア
ン
ト
ニ
ウ
ス
の
長
城

を
建
設
し
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
南
部
（
ロ
ー
ラ
ン
ド
）
を
支
配
下

に
お
い
た

（
15
）

。

ロ
ー
マ
人
の
ブ
リ
テ
ン
島
の
撤
退
後
、
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン

族
が
そ
の
後
を
襲
っ
た
。
四
四
九
年
に
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
人

は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
を
支
配
下
に
お
き
、
七
世
紀
以
降
分
立
王
国

（
七
王
国
）
体
制
を
形
成
し
た
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
が
現
在
の
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
領
域
と
一
致
し
始
め
た
の
は
一
一
世
紀
中
葉
以

降
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
来
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
は
こ
の
境
界
線
を

挟
ん
で
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
戦
う
こ
と
に
な
っ
た
。
七
世
紀
初
頭
に

ウ
ェ
ー
ル
ズ
は
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
諸
部
族
と
の
抗
争
を
通
じ

て
政
治
的
に
独
自
の
道
を
歩
み
始
め
た
が
、
一
五
三
六
年
に
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
に
併
合
さ
れ
た

（
16
）

。

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
は
貴
族
が
そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
を
支
配
し
て
い
た
。

九
世
紀
初
頭
か
ら
バ
イ
キ
ン
グ
の
襲
来
を
受
け
て
い
た
が
、
ブ
ラ

イ
ア
ン
が
一
〇
一
四
年
に
バ
イ
キ
ン
グ
を
コ
ン
タ
ー
フ
で
撃
破
し

リ
ー
を
確
立
し
て
生
活
し
て
き
た
反
面
、
移
動
や
交
流
、
対
立
や

侵
略
、
反
抗
や
破
壊
、
同
化
や
強
制
な
ど
を
通
し
て
文
化
や
宗
教

な
ど
に
変
質
を
も
た
ら
し
て
き
た
。
ま
た
小
規
模
な
も
の
か
ら
は

じ
ま
っ
た
国
家
も
、
侵
略
や
併
合
、
同
盟
や
協
力
関
係
、
結
婚
等

を
通
じ
た
血
縁
関
係
を
利
用
し
た
統
合
や
王
朝
の
交
代
な
ど
、
複

雑
な
交
わ
り
を
通
じ
て
、
そ
の
規
模
や
形
態
な
ど
を
変
え
て
き
た

の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
歴
史
は
、
当
然
に
ブ
リ
テ
ン
島
と
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
島

及
び
そ
の
周
辺
か
ら
形
成
さ
れ
る
「
ブ
リ
テ
ン
諸
島
（B

ritish 

Isles

：
ブ
リ
タ
ニ
ア

（
14
）

）」
に
も
見
ら
れ
た
。「
こ
の
島
嶼
地
域
」
が

形
成
さ
れ
た
の
は
紀
元
前
七
〇
〇
〇
〜
六
〇
〇
〇
年
前
に
ブ
リ
タ

ニ
ア
（
ブ
リ
テ
ン
諸
島
）
が
最
終
的
に
大
陸
か
ら
分
離
し
て
島
に

な
っ
て
か
ら
で
あ
り
、
狩
猟
・
採
集
の
生
活
が
営
ま
れ
て
い
た
紀

元
前
四
〇
〇
〇
年
の
な
か
ば
に
は
農
耕
や
牧
畜
が
始
ま
り
、
紀
元

前
七
世
紀
に
大
陸
か
ら
ケ
ル
ト
人
が
移
住
す
る
こ
と
で
新
し
い
文

化
が
導
入
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
紀
元
前
五
五
年
以
降
、
ロ
ー
マ
人

が
ブ
リ
テ
ン
島
侵
入
を
試
み
は
じ
め
、
紀
元
四
三
年
に
ロ
ー
マ
皇

帝
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ウ
ス
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
を
、
八
四
年
に
ア
グ
リ
コ

ラ
は
ウ
ェ
ー
ル
ズ
を
征
服
し
た
。

た
だ
し
こ
の
ロ
ー
マ
人
の
支
配
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
全
域
や
ア

一
〇
〇



ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
独
立
運
動
を
通
し
て
み
た
イ
ギ
リ
ス
の
国
政
と
地
域
政
治
（
山
田
）

（
六
八
七
）

も
し
れ
な
い
。

即
位
し
た
ジ
ェ
ー
ム
ズ
一
世
は
一
四
年
間
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に

は
戻
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
そ
こ
に
は
「
同
君
連
合
以
降
、

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
は
独
立
し
た
王
国
と
は
い
え
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
へ
の
同
化
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
王
室
と
議

会
の
あ
い
だ
に
は
軋
轢
が
生
じ
、
弱
小
国
家
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の

政
治
は
常
に
脆
弱
で
不
安
定
な
状
況
に
置
か
れ
て
い
た

（
18
）

」
の
で
あ

る
。
そ
う
し
た
両
国
の
国
力
の
違
い
が
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
よ
る

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
併
合
を
実
現
さ
せ
た
理
由
の
一
つ
と
な
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。

イ
ギ
リ
ス
（
Ｕ
Ｋ
：
連
合
王
国
、
ブ
リ
テ
ン
王
国
）
の
誕
生
に
と

も
な
い
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
は
廃
止
さ
れ
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

の
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
が
国
会
と
さ
れ
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
か

ら
も
議
員
が
送
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。「（
連
合
条
約
）
第
二
二

条
で
の
議
員
数
に
つ
い
て
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
側
は
慎
重
に
取

り
組
ん
で
き
た
が
、
最
終
的
に
は
下
院
五
一
三
対
四
五
、
上
院

（
貴
族
院
）
一
九
〇
対
一
六
に
決
着
し
た
。
大
差
を
み
た
の
は
人
口

や
所
得
に
応
じ
て
議
席
数
を
割
り
出
し
た
た
め
で
あ
っ
た
。
人
口

に
つ
い
て
は
五
対
一
、
税
収
か
ら
の
所
得
比
に
つ
い
て
は
三
八
対

一
と
い
う
割
合
に
基
づ
い
た
。
し
か
し
、
議
席
の
割
り
出
し
を
人

ハ
イ
キ
ン
グ
（H

igh K
ing

・
上
王
）
と
称
し
、
独
立
性
を
確
保
し

た
。
そ
の
後
一
一
六
九
年
に
ノ
ル
マ
ン
人
の
侵
攻
を
受
け
、

一
三
〇
〇
年
ま
で
そ
の
影
響
を
受
け
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
王
ヘ
ン
リ
ー
二
世
が
一
一
七
一
年
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

に
上
陸
し
た
こ
と
か
ら
、
ロ
ー
リ
ー
・
オ
コ
ー
ナ
ー
ら
は
ヘ
ン

リ
ー
二
世
を
ハ
イ
キ
ン
グ
に
代
わ
る
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
王
と
認
識
し

た
。
但
し
ヘ
ン
リ
ー
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
全
土
に
影
響
力
は
も
ち
得

な
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
バ
ラ
戦
争
の
後
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
は
独

立
を
回
復
し
て
い
る

（
17
）

。

今
回
の
独
立
運
動
の
遠
因
と
な
っ
た
歴
史
的
な
出
来
事
の
一
つ

が
、
一
五
三
六
年
に
ウ
ェ
ー
ル
ズ
を
す
で
に
併
合
し
て
い
た
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
の
、
一
七
〇
六
年
の
連
合
条
約
に
よ
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
を
併
合
を
通
じ
た
、
一
七
〇
七
年
の
イ
ギ
リ
ス
（
Ｕ
Ｋ
：
連
合
王

国
、
ブ
リ
テ
ン
王
国
）“the U
nited K

ingdom
 of G

reat B
ritain ”

を
誕
生
さ
せ
た
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
う
し
た
流
れ
は
、

一
六
〇
三
年
の
エ
リ
ザ
ベ
ス
一
世
の
死
後
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
国

王
ジ
ェ
ー
ム
ズ
六
世
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
王
ジ
ェ
ー
ム
ズ
一
世
と

し
て
即
位
し
、
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
朝
が
成
立
し
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
を
「
同
君
連
合
（T

he U
nion of T

he C
row

ns

）」

と
い
う
国
家
形
態
へ
移
行
さ
せ
た
こ
と
が
始
ま
り
と
い
え
る
の
か

一
〇
一
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ロ
ッ
パ
地
域
の
混
乱
の
主
要
因
と
捕
ら
え
た

（
22
）

。
そ
れ
に
対
し
て

ウ
ォ
ー
ラ
ス
テ
ィ
ン
は
、
そ
れ
を
地
球
的
規
模
で
の
転
換
期
と
し

て
い
る
。
産
業
革
命
を
惹
起
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
発
展
し
て
い
く

資
本
主
義
も
、
当
初
は
封
建
体
制
の
破
壊
を
通
じ
た
社
会
変
革
に

よ
っ
て
進
展
し
て
い
っ
た
と
み
て
い
る
の
で
あ
る
。

ウ
ォ
ー
ラ
ス
テ
ィ
ン
は
、
転
換
期
を
一
五
〇
〇
年
頃
、

一
六
五
〇
年
頃
、
一
八
〇
〇
年
頃
の
三
期
に
区
分
し
て
い
る
。

一
五
〇
〇
年
頃
は
資
本
主
義
的
「
世
界
シ
ス
テ
ム
」
の
成
立
を
重

視
す
る
立
場
か
ら
見
た
転
換
期
で
あ
る
。
一
六
五
〇
年
頃
は
最
初

の
「
資
本
主
義
国
家
（
イ
ギ
リ
ス
と
オ
ラ
ン
ダ
）」
の
出
現
や
「
近

代
」
の
鍵
を
な
す
思
想
の
出
現
に
ポ
イ
ン
ト
を
お
く
も
の
で
あ
る
。

一
八
〇
〇
年
頃
は
産
業
革
命
の
進
展
期
と
い
う
こ
と
に
な
る

（
23
）

。

一
六
〇
〇
年
に
は
イ
ギ
リ
ス
の
東
イ
ン
ド
会
社
が
設
立
さ
れ
た
り
、

日
本
で
は
関
ヶ
原
の
戦
い
が
起
こ
り
徳
川
幕
府
誕
生
に
つ
な
が
っ

た
。
中
国
大
陸
で
も
王
朝
の
交
代
が
あ
り
、
一
六
二
〇
年
に
は
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
プ
リ
グ
リ
ム
フ
ァ
ー
ザ
ー
ス
が
プ
リ
マ
ス
に
上

陸
し
て
い
る
。
一
六
四
四
年
に
は
満
州
民
族
に
よ
る
清
王
朝
が
誕

生
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
点
か
ら
見
て
も
こ
の
時
代
は
地
球
規
模

で
の
転
換
期
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
世
界
史
的
な
流
れ
の
中
で
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
は
領
土

口
と
所
得
比
に
求
め
た
た
め
に
、
両
比
率
の
乖
離
が
大
き
い
と
い

う
こ
と
で
、
議
席
数
の
審
議
は
難
航
し
た

（
19
）

」
の
で
あ
る
。

都
市
の
人
口
で
比
較
し
て
み
る
と
、
一
六
〇
〇
年
ロ
ン
ド
ン
の

住
民
は
約
二
〇
万
人
で
イ
ギ
リ
ス
総
人
口
の
約
五
％
で
あ
っ
た
が
、

一
六
五
〇
年
に
は
約
四
〇
万
人
に
増
加
し
総
人
口
の
約
八
％
と
な

り
、
一
七
〇
〇
年
に
は
ほ
ぼ
五
七
万
五
千
人
で
総
人
口
の
約

一
一
％
を
占
め
る
ま
で
に
な
っ
て
い
た

（
20
）

。
他
方
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
で
は
、
一
七
世
紀
は
じ
め
の
グ
ラ
ス
ゴ
ー
の
人
口
は
一
万
人
ほ

ど
で
あ
っ
た
。
一
八
〇
一
年
の
人
口
を
見
て
も
、
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ

で
約
八
万
三
千
人
、
グ
ラ
ス
ゴ
ー
で
七
万
七
千
人
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
見
て
も
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
規
模
の
違
い

が
理
解
で
き
る

（
21
）

。

イ
ギ
リ
ス
が
ブ
リ
テ
ン
島
の
約
五
割
を
領
域
と
す
る
国
家
で
あ

る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
か
ら
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
を
併
合
し
て
ブ
リ
テ
ン
島

の
約
六
割
を
領
域
と
す
る
イ
ギ
リ
ス
（
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
）
へ
と
変

質
し
、
そ
の
人
口
や
経
済
力
を
背
景
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
を
併
合

し
て
ブ
リ
テ
ン
島
全
域
を
領
域
と
す
る
国
家
で
あ
る
イ
ギ
リ
ス

（
ブ
リ
テ
ン
王
国
）
と
な
っ
た
背
景
に
は
、
大
き
な
世
界
史
的
な
動

き
が
見
ら
れ
る
。
ト
レ
バ
ー=

ロ
ー
パ
ー
は
『
危
機
の
一
七
世

紀
』
の
中
で
、
一
七
世
紀
を
資
本
主
義
の
確
立
期
と
捉
え
、
ヨ
ー

一
〇
二



ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
独
立
運
動
を
通
し
て
み
た
イ
ギ
リ
ス
の
国
政
と
地
域
政
治
（
山
田
）

（
六
八
九
）

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
ケ
ル
ト
文
化
の
う
え
に
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
民
族

の
文
化
や
バ
イ
キ
ン
グ
の
文
化
が
根
を
下
ろ
し
て
い
る
こ
と
が
確

認
で
き
る
。
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
侵
攻
の
影
響
は
、
地
方
自
治

も
し
く
は
地
域
区
分
か
ら
見
た
場
合
に
は
「
ハ
ン
ド
レ
ッ
ド
」
に

認
め
ら
れ
る

（
24
）

。
こ
の
ハ
ン
ド
レ
ッ
ド
は
、「
ゲ
ル
マ
ン
民
族
の
自

生
的
な
種
族
共
同
体
の
単
位
で
あ
る
一
〇
〇
世
帯
あ
る
い
は

一
〇
〇
ハ
イ
ズ
（
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
の
土
地
の
測
定
単
位
を
意
味

す
る
用
語
）」
で
あ
る

（
25
）

。
ノ
ル
マ
ン
征
服
以
前
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の

タ
ウ
ン
シ
ッ
プ
荘
園
制
衰
退
以
降
は
地
理
的
な
呼
称
と
し
て
は
消

滅
し
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
歴
史
的
に
は
現
在
も
使
わ
れ
て
い
る
。

バ
イ
キ
ン
グ
侵
攻
の
影
響
は
、
同
じ
よ
う
に
地
方
自
治
も
し
く
は

地
域
区
分
と
し
て
、
古
代
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
語
で
「
三
」
を
意
味

す
る
「
シ
ャ
ー
」
が
現
在
で
も
地
名
と
し
て
残
っ
て
お
り
、
地
方

自
治
体
の
エ
リ
ア
と
し
て
も
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
理
解

で
き
る

（
26
）

。

こ
の
よ
う
に
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と
ウ
ェ
ー
ル
ズ
と
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
は
、
ケ
ル
ト
系
の
独
自
の
民
族
文
化
や
歴
史
な
ど
を
背
景
に
、

ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
族
中
心
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
の
抗
争
の
中

で
独
自
性
を
保
持
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
イ
ギ
リ
ス

の
拡
大
を
通
じ
た
資
本
主
義
の
確
立
に
向
っ
て
い
っ
た
。
イ
ギ
リ

ス
の
歴
史
を
見
て
も
、
一
四
八
五
年
に
は
バ
ラ
戦
争
が
終
わ
り

チ
ュ
ー
ダ
ー
朝
が
成
立
し
て
い
る
。
こ
の
時
期
は
封
建
制
か
ら
絶

対
主
義
王
政
へ
の
移
行
期
と
い
え
る
。
囲
い
込
み
も
こ
の
頃
か
ら

始
ま
っ
て
い
る
。
ブ
リ
テ
ン
諸
島
で
は
一
六
四
七
年
に
ピ
ュ
ー
リ

タ
ン
革
命
が
、
一
六
八
八
年
に
は
名
誉
革
命
が
起
こ
り
、
近
世
絶

対
主
義
王
政
か
ら
近
代
市
民
社
会
へ
と
歩
み
を
進
め
た
。

こ
の
近
代
国
家
確
立
の
第
一
歩
が
、
連
合
条
約
の
成
立
に
よ
っ

て
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
国
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
王
国
が
連
合
し
、

「
最
初
の
イ
ギ
リ
ス
（
Ｕ
Ｋ
：
連
合
王
国
）」
す
な
わ
ち
グ
レ
ー
ト

ブ
リ
テ
ン
王
国
（the united K

ingdom
 of G

reat B
ritain

）
を
成

立
さ
せ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
一
八
〇
一
年
の
連
合
法
に

よ
っ
て
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
を
併
合
し
新
た
な
イ
ギ
リ
ス
（
Ｕ
Ｋ
：
連

合
王
国
）
す
な
わ
ち“the U
nited K

ingdom
 of G

reat B
ritain 

and Ireland ”

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
は
、

ブ
リ
テ
ン
諸
島
す
な
わ
ち
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、

ウ
ェ
ー
ル
ズ
、
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
か
ら
構
成
さ
れ
る
連
合
王
国
で

あ
っ
た
。
そ
こ
か
ら
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
共
和
国
が
独
立
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
一
九
二
二
年
に
イ
ギ
リ
ス
（
Ｕ
Ｋ
：
連
合
王
国
）“the 

U
nited K

ingdom
 of G

reat B
ritain and N

othern Ireland ”

一
〇
三
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に
、
三
％
弱
の
一
八
〇
万
人
が
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
住
ん
で
い
る

の
で
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
に
過
度
の
人
口
が
集
中
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
こ
の
結
果
、
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
（
イ
ギ
リ
ス
議
会
）

の
庶
民
院
（
下
院
）
の
議
席
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
選
挙
人
数

に
基
づ
い
て
サ
ン
＝
ラ
グ
式
で
配
分
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
選
出
議
員
の
数
が
圧
倒
的
に
多
く
な
っ
て
い
る
。

二
〇
一
〇
年
の
総
選
挙
時
の
六
五
〇
議
席
の
配
分
状
況
を
見
る
と
、

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
五
三
三
議
席
（
八
二
％
）、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に

五
九
議
席
（
九
％
）、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
に
四
〇
議
席
（
六
・
二
％
）、
北

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
一
八
議
席
（
二
・
八
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

イ
ギ
リ
ス
（
Ｕ
Ｋ
：
連
合
王
国
）
で
は
二
〇
〇
九
年
五
月
に
下
院

議
員
に
よ
る
追
加
経
費
手
当
て
の
不
適
切
請
求
が
発
覚
し
た
こ
と

か
ら
、
下
院
改
革
に
着
手
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
中
心
的
な

課
題
は
定
数
六
五
〇
議
席
か
ら
六
〇
〇
議
席
へ
の
五
〇
議
席
削
減

と
、
選
択
投
票
制
の
導
入
で
あ
っ
た
。
選
択
投
票
制
の
導
入
は

二
〇
一
一
年
五
月
の
住
民
投
票
で
否
決
さ
れ
、
現
行
の
単
純
多
数

代
表
制
が
継
続
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
結
果
、
議
席
配
分

は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
は
五
〇
議
席
減
の
五
〇
二
議
席
（
八
四
％
）、

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
は
七
議
席
減
の
五
二
議
席
（
八
・
六
％
）、

ウ
ェ
ー
ル
ズ
に
は
一
〇
議
席
減
の
三
〇
議
席
（
五
％
）、
北
ア
イ

（
Ｕ
Ｋ
：
連
合
王
国
）
で
は
英
語
だ
け
が
公
用
語
で
は
な
い
。
地
域

に
よ
っ
て
は
民
族
特
有
の
言
語
を
公
用
語
と
し
た
り
、
教
育
を
通

し
て
民
族
特
有
の
言
語
の
擁
護
や
復
活
を
図
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
の
代
表
的
な
も
の
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
・
ゲ
ー
ル
語
、
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
語
（
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
ゲ
ー
ル
語
）
ウ
ェ
ー
ル
ズ
語
、
マ
ン

島
語
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
コ
ー
ン
ウ
オ
ー
ル
地
方
で
話
さ
れ
て
い

る
コ
ー
ン
ウ
オ
ー
ル
語
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
ケ
ル
ト

民
族
の
言
葉
で
あ
っ
た
ゲ
ー
ル
語
か
ら
派
生
し
た
言
語
で
あ
る

（
27
）

。

こ
う
し
た
経
緯
も
あ
り
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
、
北

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
は
、
民
族
の
歴
史
や
伝
統
や
文
化
を
守
る
う
え

で
も
、
よ
り
大
き
な
分
権
化
の
要
求
や
地
域
の
独
立
と
い
っ
た
主

張
や
政
治
行
動
な
ど
が
、
そ
の
一
部
で
は
み
ら
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。

3 　

イ
ギ
リ
ス
（
Ｕ
Ｋ
：
連
合
王
国
）
の
国
政

と
政
党

現
在
の
イ
ギ
リ
ス
（
Ｕ
Ｋ
：
連
合
王
国
）
の
人
口
は
、
先
述
の
よ

う
に
、
総
人
口
は
約
六
二
二
七
万
人
で
あ
る
が
、
そ
の
八
四
％
近

い
五
二
二
四
万
人
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
、
八
％
強
の
五
二
三
万
人

が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
、
五
％
弱
の
三
〇
一
万
人
が
ウ
ェ
ー
ル
ズ

一
〇
四



ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
独
立
運
動
を
通
し
て
み
た
イ
ギ
リ
ス
の
国
政
と
地
域
政
治
（
山
田
）

（
六
九
一
）

い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
表
3
や
表
4
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
単

純
小
選
挙
区
制
で
は
、
各
政
党
の
獲
得
投
票
総
数
に
比
べ
て
配
分

さ
れ
る
議
席
数
が
あ
ま
り
に
も
違
い
す
ぎ
る
の
で
あ
る
。
第
一
党

を
見
る
と
、
二
〇
〇
五
年
の
総
選
挙
で
労
働
党
は
三
五
・
二
％
の

得
票
率
で
三
五
六
議
席
（
五
五
・
一
％
）
を
、
二
〇
一
〇
年
の
総
選

挙
で
保
守
党
は
三
六
・
一
％
の
得
票
率
で
三
〇
七
議
席
（
四
七
・
二
％
）

を
獲
得
し
て
い
る
。
第
二
党
は
両
党
が
入
れ
替
わ
り
、
二
〇
〇
五

年
の
総
選
挙
で
保
守
党
は
三
二
・
五
％
の
得
票
率
で
一
九
八
議
席

（
三
〇
・
七
％
）
を
、
二
〇
一
〇
年
の
総
選
挙
で
労
働
党
は
二
九
％

の
得
票
率
で
二
五
八
議
席
（
三
九
・
七
％
）
を
獲
得
し
た
に
過
ぎ
な

い
。
第
三
党
の
自
由
民
主
党
は
二
〇
〇
五
年
に
は
二
二
・
一
％
で

六
二
議
席
（
九
・
六
％
）、
二
〇
一
〇
年
に
は
二
三
％
で
五
七
議
席

（
八
・
八
％
）
し
か
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。

た
だ
し
、
イ
ギ
リ
ス
（
Ｕ
Ｋ
：
連
合
王
国
）
議
会
の
庶
民
院
に
代

表
を
送
っ
て
い
る
の
は
三
つ
の
政
党
だ
け
で
は
な
い
。
表
3
と
表

4
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
二
〇
〇
五
年
総
選
挙
で
は
北
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
の
イ
ギ
リ
ス
（
Ｕ
Ｋ
：
連
合
王
国
）
残
留
を
掲
げ
る
保
守
主
義

の
政
党
で
あ
る
民
主
統
一
党
（D

em
ocratic U

nionist P
arty

）
が

九
議
席
、
二
〇
一
〇
年
総
選
挙
で
も
八
議
席
を
獲
得
し
第
四
党
の

地
位
を
維
持
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
保
守
党
が
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

ル
ラ
ン
ド
に
は
二
議
席
減
の
一
六
議
席
（
二
・
六
％
）
と
な
り
、
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
の
意
思
が
よ
り
反
映
さ
れ
や
す
い
議
会
構
成
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
投
票
結
果
が
イ
ギ
リ
ス
（
Ｕ
Ｋ
：

連
合
王
国
）
の
政
治
を
決
定
す
る
と
い
え
る
状
況
に
な
っ
て
い
る
の

で
あ
る

（
28
）

。

イ
ギ
リ
ス
（
Ｕ
Ｋ
：
連
合
王
国
）
議
会
の
庶
民
院
の
政
党
政
治
が

二
大
政
党
制
と
い
わ
れ
て
い
る
の
は
、
選
挙
制
度
が
単
純
小
選
挙

区
制
で
あ
り
、
必
然
的
に
大
政
党
に
有
利
な
形
で
議
席
配
分
が
な

さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
た
め
で
あ
る
。
表
1
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、

総
選
挙
で
多
数
の
議
席
を
獲
得
し
て
い
る
の
は
保
守
党
と
労
働
党

で
あ
り
、
第
三
党
が
自
由
民
主
党
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

一
九
二
二
年
総
選
挙
以
降
、
政
権
の
中
枢
を
担
い
首
相
を
輩
出
し

て
き
た
の
は
保
守
党
と
労
働
党
だ
け
で
あ
る
。
貴
族
院
が
改
革
さ

れ
、
世
襲
貴
族
等
の
議
席
は
減
少
し
て
き
た
が
、
政
党
推
薦
の
議

員
の
多
く
は
表
2
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
保
守
党
と
労
働
党
が

圧
倒
的
で
あ
り
、
そ
れ
に
自
由
民
主
党
と
無
所
属
が
若
干
加
え
ら

れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
二
大
政
党
制
の
影
響
が
色
濃
く
反
映
さ
れ

て
い
る
。

民
意
と
の
関
係
か
ら
い
え
ば
、
イ
ギ
リ
ス
（
Ｕ
Ｋ
：
連
合
王
国
）

の
単
純
多
数
型
小
選
挙
区
制
は
死
票
の
多
さ
か
ら
問
題
が
あ
る
と

一
〇
五



政
経
研
究　

第
五
十
一
巻
第
三
号
（
二
〇
一
四
年
十
二
月
）

（
六
九
二
）

表 1　下院の政党別議席状況

2001 2005 2011.5. 2013
保守党 164 198 307 306
労働党 404 356 257 257
自由民主党 51 62 57 57
民主統一党1 ） 5 9 8 8
スコットランド民族党 4 6 6 6
シン・フェイン党 4 5 4 4
プライド・カムリ2 ） 4 3 3 3
社会民主労働党 3 3 3 3
その他3 ） 7 4 3 3

空　　席 2 2
計 646 646 650 650

注： 表は自治体国際化協会編『英国の地方自治（概要版）─2011年改訂版─』、
『英国の地方自治（概要版）─2013年改訂版─』、クレアレポート第269号
『2005年英国議会下院 ･ 統一地方選挙』自治体国際化協会、英国下院図書館
資料「General Election 2005 （House Of Commons Library Research Paper）」
2005年英国下院議会総選挙）等を参照して作成した。

1 ） 　民主統一党（Democratic Unionist Party）は民主ユニオニスト党と訳すも
のも多い。

2 ） 　プライド・カムリ（Plaid Cymru ウェールズ語の表記、英語表記は ‘The 
Party of Wales’）は前掲書ではウェールズ民族党と訳されているが、筆者は
表の表記を用いた。

3 ） 　その他には「アルスター保守党・ユニオニスト党連合─新しい力（Ulster 
Conservatives and Unionists ‒ New Force）」、「アルスターユニオニスト党

（アルスター統一党、アルスター連合主義者党）」、「リスペクト統一連合
（RESPECT - The Unity Coalition）」、「キッダーミンスター病院と健康を守
ろう！無党派運動（Independent Kidderminster Hospital and Health Concern）」
などが含まれている。

表 2　上院の政党別議席状況

政　党 2011.5. 2013
労働党 243 220
保守党 218 210
自由民主党 92 89
無所属 182 199
大主教等 25 25
その他 70 66

計 830 809

注： 表は自治体国際化協会編『英国の地方自治（概要版）─2011年改訂版─』
と『英国の地方自治（概要版）─2013年改訂版─』を参照して作成した。
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田
）
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三
）

表 3　2005年総選挙の議席数と得票数

政　党　名　等 得票総数 得票率 議席数 議席率 議席
増減

労働党（Labor Party） 9,552,436 35.2 356 55.1 -47
保守党（Conservative Party） 8,800,068 32.5 198 30.7 33

自由民主党（Liberal Democrats） 5,985,454 22.1 62 9.6 11
民主統一党（ＤＵＰ） 241,856 0.9 9 1.4 4

スコットランド民族党（ＳＮＰ） 412,267 1.5 6 0.9 2
シン・フェイン党（ＳＦ） 174,530 0.6 5 0.8 1

社会民主労働党（ＳＤＬＰ） 125,626 0.5 3 0.5 0
プライド・カムリ（ＰＣ） 174,838 0.6 3 0.5 -1

キッダーミンスター病院独立及び健康関心運動 18,739 0.1 1 0.2 0
リスペクト（Respect） 68,094 0.3 1 0.2 0

アルスター統一党（ＵＵＰ） 127,414 0.5 1 0.2 -5
その他［ 4 ］ 22,958 0.1 1 0.2 1

注： General Election 2005 （House of Commons Libraly Research Paper：労働
党は355議席である）

　　労働党の議席数は BBC NEWS｜UK｜UK Politics｜Result の356を採用した。

表 4　2010年総選挙の議席数と得票数

政　党　名　等 得票数 得票率 議席数 議席率 議席
増減

保守党（Conservative Party） 10,726,614 36.1 307 47.2 97
労働党（Labor Party） 8,609,527 29 258 39.7 -91

自由民主党（Liberal Democrats） 6,836,824 23 57 8.8 -5
民主統一党（ＤＵＰ） 168,216 0.6 8 1.2 -1

スコットランド民族党（ＳＮＰ） 491,386 1.7 6 0.9 0
シン・フェイン党（ＳＦ） 171,942 0.6 5 0.8 0
プライド・カムリ（ＰＣ） 165,394 0.6 3 0.5 1

社会民主労働党（ＳＤＬＰ） 110,970 0.4 3 0.5 0
緑の党（Green） 285,616 1 1 0.2 1

同盟党（Alliance） 42,762 0.1 1 0.2 1
その他 321,309 1.1 1 0.2 0

合　　　　　計 27,930,560 650

注： BBC NEWS Election 2010 Results United Kingdom を参照して作成した。
　　（http://news.bbc.co.uk/2/shared/election2010/results/）
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れ
る
こ
と
も
多
い
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

4 　

イ
ギ
リ
ス
（
Ｕ
Ｋ
：
連
合
王
国
）
の
地
域

政
治
改
革
の
歴
史
と
現
状

サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
は
、
グ
レ
ー
タ
ー
・
ロ
ン
ド
ン
・
カ
ウ
ン

テ
ィ
・
カ
ウ
ン
シ
ル
お
よ
び
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
、
ウ
ェ
ー
ル

ズ
議
会
、
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
議
会
を
解
散
し
た
。
当
時
の
イ
ギ
リ

ス
（
Ｕ
Ｋ
：
連
合
王
国
）
地
方
自
治
法
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
地
方
自

治
法
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
地
方
自
治
法
、
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
地
方

自
治
法
に
区
分
さ
れ
て
お
り
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
地

方
自
治
法
の
適
用
を
受
け
て
い
た
。
ま
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と

ウ
ェ
ー
ル
ズ
と
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
は
そ
れ
ぞ
れ
省
が
お
か
れ
担

当
大
臣
が
任
命
さ
れ
て
い
た
。
イ
ギ
リ
ス
（
Ｕ
Ｋ
：
連
合
王
国
）
政

府
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
か
ら
、
他
の
三
地
域
を
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
大

臣
を
通
じ
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
よ
う
な
形
の
統
治
体
制
を
強
化

し
た
の
で
あ
る

（
29
）

。

メ
ジ
ャ
ー
政
権
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
地
方
自
治
法
を
解
体
し
、

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
地
方
自
治
法
と
ウ
ェ
ー
ル
ズ
地
方
自
治
法
に
区
分

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
四
つ
の
地
域
の
独
自
性
に
基
づ
い
た
地
方

自
治
推
進
を
可
能
に
す
る
形
態
を
整
え
た
。
彼
は
ま
た
、

で
は
候
補
者
を
擁
立
し
て
い
な
い
た
め
で
あ
る
。
第
五
番
目
の
勢

力
を
維
持
し
て
い
る
の
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
族
党
（S

cottish 

N
ational P

arty

）
で
あ
り
、
二
回
の
総
選
挙
で
そ
れ
ぞ
れ
六
議
席

獲
得
し
て
い
る
。

北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
イ
ギ
リ
ス
（
Ｕ
Ｋ
：
連
合
王
国
）
か
ら
の
離

脱
と
南
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
統
一
を
掲
げ
、
民
主
統
一
党
と
対
決
姿

勢
を
と
り
、
二
回
の
総
選
挙
で
と
も
に
五
議
席
を
獲
得
し
て
い
る

の
が
シ
ン
・
フ
ェ
イ
ン
党
（S

inn F
éin

）
党
で
あ
る
。
彼
ら
は
議

席
は
獲
得
し
て
も
イ
ギ
リ
ス
（
Ｕ
Ｋ
：
連
合
王
国
）
議
会
に
は
出
席

し
て
い
な
い
。
順
位
は
変
動
し
て
い
る
が
と
も
に
三
議
席
ず
つ
獲

得
し
て
い
る
の
が
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
地
域
政
党
で
あ
る
プ
ラ
イ
ド
・

カ
ム
リ
（P

laid C
ym

ru

：
英
語
表
記
は‘T

he P
arty of W

ales ’

ウ
ェ
ー
ル
ズ
国
民
党
）
と
、
穏
健
派
の
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
地
域
政

党
で
あ
る
社
会
民
主
労
働
党
（Social D

em
ocratic and L

abour 

P
arty

）
で
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
が
地
域
政
党
で
あ
る
。

現
在
は
保
守
党
と
自
由
民
主
党
の
連
立
政
権
に
な
っ
て
い
る
が
、

通
常
は
保
守
党
か
労
働
党
の
単
独
内
閣
と
な
り
、
政
治
は
原
則
と

し
て
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
基
づ
い
て
実
践
さ
れ
て
い
る
。
政
権
交
代

は
大
き
な
政
策
変
更
を
生
み
出
す
こ
と
に
な
り
や
す
い
。
地
方
制

度
に
関
し
て
も
時
の
政
権
の
政
策
に
よ
っ
て
大
き
な
変
更
が
な
さ
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田
）
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九
五
）

地
域
開
発
公
社
（R

egional D
evelopm

ent A
gency

：
Ｒ
Ｄ
Ａ
）
と

地
域
会
議
（R

egional C
ham

ber

：
二
〇
〇
二
年
に
地
域
審
議
会

‘R
egional A

ssem
bly ’

に
地
域
会
議
は
名
称
変
更
）
を
設
置
し
た
。
こ

の
地
域
審
議
会
を
公
選
制
議
会
に
す
る
た
め
の
住
民
投
票
が

二
〇
〇
四
年
に
北
東
リ
ー
ジ
ョ
ン
で
実
施
さ
れ
た
が
否
決
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
他
の
リ
ー
ジ
ョ
ン
で
の
住
民
投
票
も
中
止
さ
れ
た
。

そ
れ
ゆ
え
、
こ
れ
ら
の
地
域
に
は
現
在
で
も
議
会
が
存
在
し
な
い

の
で
あ
り
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
広
域
型
地
方
自
治
制
度
へ
の
改
革

は
挫
折
し
た
形
と
な
っ
て
い
る

（
32
）

。

イ
ギ
リ
ス
（
Ｕ
Ｋ
：
連
合
王
国
）
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、
ウ
ェ
ー

ル
ズ
、
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
お
け
る
地
域
政
府
の
確
立
に
対
し
て

は
、「
一
九
九
七
年
五
月
か
ら
二
〇
〇
〇
年
五
月
ま
で
の
三
年
間

で
、
英
国
﹇
Ｕ
Ｋ
（
連
合
王
国
）﹈
は
従
来
の
高
度
に
中
央
集
権
化

さ
れ
た
単
一
国
家
か
ら
準
連
邦
国
家
に
変
貌
を
遂
げ
た
。
こ
れ
は

や
は
り
画
期
的
な
出
来
事
と
い
え
る
だ
ろ
う
。『
一
六
八
八
年
の

名
誉
革
命
以
来
の
歴
史
的
革
命
』（
日
本
経
済
新
聞
一
九
九
八
年
七
月

二
七
日
朝
刊
）
と
称
さ
れ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
い
う
な
れ
ば
英

国
は
一
つ
の
政
府
を
要
す
る
国
家
か
ら
四
つ
の
政
府
を
要
す
る
国

家
へ
と
〝
国
の
か
た
ち
〞
を
変
え
た
の
で
あ
る

（
33
）

」
と
い
う
評
価
が

一
方
で
は
見
ら
れ
る
。
た
だ
し
一
口
に
地
方
議
会
と
い
っ
て
も
、

一
九
九
四
年
に
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
グ
レ
ー
タ
ー
・
ロ
ン
ド
ン
地

域
以
外
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
を
八
地
域
に
区
分
し
、
地
域
政
府
事
務

所
（G

overnm
ent O

ffi  ce for R
egions

：
Ｇ
Ｏ
）
を
設
置
し
、
中
央

各
省
の
地
域
出
先
機
関
を
統
合
し
た

（
30
）

。
各
省
に
分
か
れ
て
い
た
地

域
振
興
関
係
補
助
金
も
統
合
し
、
単
一
振
興
予
算
（S

ingle 

R
egeneration B

udget
：
Ｓ
Ｒ
Ｂ
）
と
し
て
計
上
す
る
こ
と
に
し
た
。

地
域
出
先
機
関
の
存
在
と
中
央
政
府
に
よ
る
統
制
の
実
態
は
確
保

し
た
ま
ま
で
は
あ
る
が
、
地
域
機
関
単
位
と
は
い
え
セ
ク
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
の
弊
害
是
正
を
目
的
と
し
た
こ
れ
ら
の
改
革
は
、「
行
政
」

中
心
の
改
革
で
は
あ
っ
た
も
の
の
、
そ
の
後
の
分
権
改
革
に
あ
る

種
の
道
筋
を
つ
け
る
も
の
で
も
あ
っ
た
と
い
え
る

（
31
）

。

ブ
レ
ア
政
権
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
関
し
て
は
、
グ
レ
ー

タ
ー
・
ロ
ン
ド
ン
・
カ
ウ
ン
シ
ル
に
変
わ
る
グ
レ
ー
タ
ー
・
ロ
ン

ド
ン
・
オ
ー
ソ
リ
テ
ィ
（G
reater L

ondon A
uthority

：
Ｇ
Ｌ
Ａ
）

の
設
置
を
求
め
て
、
一
九
九
八
年
に
住
民
投
票
を
行
な
い
、
賛
成

七
二
％
の
賛
成
を
獲
得
し
改
革
に
踏
み
切
っ
た
。
翌
年
に
は

「
一
九
九
九
年
Ｇ
Ｌ
Ａ
法
」
を
制
定
し
、
二
〇
〇
〇
年
に
市
長
及

び
議
員
の
選
挙
を
実
施
し
Ｇ
Ｌ
Ａ
を
発
足
さ
せ
た
。
一
九
九
九
年

に
は
メ
ー
ジ
ャ
ー
内
閣
が
設
定
し
た
地
域
政
府
事
務
所
の
区
域
を

若
干
修
正
し
、
八
つ
の
地
域
に
地
域
振
興
の
推
進
を
目
的
と
し
た

一
〇
九
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〇
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月
）

（
六
九
六
）

（prim
ary legislation

）
制
定
権
は
、
英
国
議
会
で
の
議
を
経
る
こ

と
な
く
自
由
に
法
律
を
制
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
権
限
で
あ
り
、

明
確
で
広
範
な
一
次
立
法
権
を
保
障
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
課
税
変
更
権
に
つ
い
て
も
、
域
内
税
率
変
更
権
に
つ
い
て

は
、
三
％
の
範
囲
内
で
独
自
に
所
得
税
を
増
減
税
で
き
る
権
利
が

認
め
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
二
〇
一
二
年
五
月
制
定
の

「
二
〇
一
二
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
法
」
で
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

政
府
に
対
し
て
、
所
得
税
の
税
率
の
一
部
決
定
権
の
付
与
を
中
心

と
し
た
さ
ら
な
る
権
限
委
譲
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
ス
コ
ッ
ト
ラ

ン
ド
の
自
治
政
府
の
法
律
上
の
名
称
も
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
政
府

（S
cotish G

overnm
ent

）
に
変
更
さ
れ
た

（
35
）

。

ウ
ェ
ー
ル
ズ
議
会
に
付
与
さ
れ
て
い
る
権
限
は
「
二
次
立
法

（
従
位
立
法
）
権

（
36
）

」
の
み
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
ウ
ェ
ー
ル
ズ
議
会
の

二
次
立
法
権
は
、
分
権
改
革
（
分
権
化
）
の
結
果
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ

政
府
法
の
規
定
に
基
づ
い
て
ウ
ェ
ー
ル
ズ
議
会
に
委
譲
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
農
業
お
よ
び
漁
業
、
文
化
、
経
済
開

発
、
教
育
お
よ
び
職
業
訓
練
、
環
境
、
保
健
、
高
速
道
路
、
住
宅
、

産
業
、
地
方
自
治
、
社
会
サ
ー
ビ
ス
、
ス
ポ
ー
ツ
、
観
光
、
都
市

お
よ
び
農
村
計
画
、
交
通
、
水
道
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
語
に
関
す
る
も

の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
ウ
ェ
ー
ル
ズ
議
会
は
中
央
政
府
に
対
し
て

「
一
九
九
九
年
か
ら
二
〇
〇
〇
年
に
か
け
て
、
英
国
で
は
、
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
、
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
地
域
の
声

を
代
表
す
る
議
会
を
も
う
け
て
、
中
央
の
中
央
の
議
会
（
ウ
ェ
ス

ト
ミ
ン
ス
タ
ー
国
会
）
の
権
限
（
立
法
権
）
の
一
部
を
そ
れ
ら
の
地

域
議
会
に
委
譲
す
る“D

evolution ”

（
分
権
改
革
）
が
実
施
さ
れ
た
。

こ
の
分
権
改
革
の
最
大
の
特
徴
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、
ウ
ェ
ー

ル
ズ
、
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
委
譲
さ
れ
た
権
限
の
大
き
さ
が
そ
れ

ぞ
れ
異
な
っ
た
こ
と
で
あ
る

（
34
）

」
と
い
う
特
徴
が
あ
る
の
で
、
一
概

に
準
連
邦
国
家
へ
移
行
し
た
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
に
は
も
っ
と
も
大
き
な
権
限
が
委
譲
さ

れ
て
い
る
。
そ
れ
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

の
執
行
部
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
省
の
機
能
を
そ
の
ま
ま
受
け
継
い

だ
た
め
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
主
要
立
法
の
制
定
権
と
課
税
変
更

権
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
一
九
九
八
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
法
（S

cotland 

A
ct 1998

）」
に
よ
れ
ば
、
国
が
権
限
を
留
保
す
る
事
項
以
外
の
同

議
会
に
分
権
さ
れ
た
事
項
、
具
体
的
に
は
国
が
権
限
を
留
保
す
る

法
律
全
般
や
、
国
の
機
関
に
関
す
る
事
項
、
防
衛
、
外
交
、
マ
ク

ロ
経
済
政
策
、
社
会
保
障
、
入
国
管
理
以
外
の
分
野
に
お
け
る
直

接
的
（
一
次
的
）
な
立
法
機
能
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
に
付
与
さ
れ
て
い
る
一
次
立
法

一
一
〇



ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
独
立
運
動
を
通
し
て
み
た
イ
ギ
リ
ス
の
国
政
と
地
域
政
治
（
山
田
）

（
六
九
七
）

と
す
る
並
列
合
意
（parallel consent

）
と
出
席
議
員
の
六
〇
％
以

上
の
賛
成
が
必
要
で
、
そ
の
中
に
は
、
最
低
四
〇
％
は
ユ
ニ
オ
ニ

ス
ト
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
の
賛
成
を
含
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

す
る
投
票
効
力
調
整
多
数
決
（w

eighted m
ajority

）
と
い
う
勢
力

均
衡
（
権
力
共
有
）
の
し
く
み
が
存
在
す
る

（
38
）

。
地
域
の
経
済
力
の

小
さ
さ
も
自
治
拡
大
の
制
約
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

三
地
域
の
自
治
制
度
の
現
状
を
見
る
と
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に

は
支
分
国
（
邦
・
州
）
と
い
え
る
程
度
の
権
限
が
付
与
さ
れ
て
お

り
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
間
に
は
準
連
邦
国
家

的
要
素
が
強
く
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
そ
れ
も
権
限
踰
越
の
法
則

に
従
え
ば
、
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
（
イ
ギ
リ
ス
議
会
）
の
法
改

正
で
剥
奪
さ
れ
る
可
能
性
も
残
っ
て
い
る
。
ま
た
ウ
ェ
ー
ル
ズ
は

権
限
の
弱
い
広
域
自
治
体
に
過
ぎ
ず
支
分
国
（
邦
・
州
）
と
い
え

る
状
態
に
あ
る
と
は
い
え
な
い
。
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
現
状
も
支

分
国
（
邦
・
州
）
と
い
え
る
状
態
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、

ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
議
会
（
国
会
）
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会

の
呼
称
はP

arliam
ent

（
国
会
）
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
ウ
ェ
ー

ル
ズ
と
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
議
会
の
呼
称
がA

ssem
bly

（
議
会
）
で

あ
る
こ
と
か
ら
も
類
推
で
き
る

（
39
）

。
Ｌ
Ｇ
Ａ
を
含
め
る
と
四
つ
に
分

類
さ
れ
る
地
域
議
会
の
首
長
や
議
員
の
選
挙
の
一
部
は
、
伝
統
的

一
次
立
法
の
制
定
を
要
求
で
き
る
よ
う
に
議
事
規
則
を
変
更
し
、

イ
ギ
リ
ス
（
Ｕ
Ｋ
：
連
合
王
国
）
政
府
に
圧
力
を
か
け
て
い
る
が
実

現
し
て
い
な
い
。

ま
た
ウ
ェ
ー
ル
ズ
議
会
に
委
譲
さ
れ
る
権
限
（devolved 

pow
ers

）
と
英
国
議
会
に
留
保
さ
れ
る
権
限
（reserved pow

ers

）

の
区
分
も
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
法
と
は
規
定
の
仕
方
が
若
干
異
な
っ

て
い
る
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
法
で
は
留
保
権
限
が
明
記
さ
れ
、
そ

れ
以
外
の
権
限
は
す
べ
て
委
譲
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
ウ
ェ
ー
ル

ズ
政
府
法
で
は
委
譲
さ
れ
る
権
限
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ

え
ウ
ェ
ー
ル
ズ
議
会
に
委
譲
さ
れ
た
権
限
に
た
い
し
て
、
英
国
議

会
は
い
つ
で
も
関
与
す
る
権
限
を
保
有
し
て
い
る
の
で
あ
る

（
37
）

。

北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
議
会
の
権
限
は
複
雑
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
議
会
は
創
設
と
停
止
、
す
な
わ
ち
イ
ギ
リ
ス

（
Ｕ
Ｋ
：
連
合
王
国
）
政
府
の
直
接
統
治
と
議
会
復
活
を
繰
り
返
し

て
き
た
。
そ
れ
は
テ
ロ
の
勃
発
等
に
よ
る
政
情
不
安
が
生
み
だ
し

て
き
た
も
の
で
あ
る
。
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
議
会
で
は
ユ
ニ
オ
ニ
ス

ト
優
位
の
抑
制
へ
の
配
慮
が
見
ら
れ
る
。
議
会
議
員
選
挙
の
投
票

方
法
の
比
例
代
表
制
の
Ｓ
Ｔ
Ｖ
方
式
の
採
用
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

ま
た
、
投
票
の
結
果
多
数
派
が
形
成
さ
れ
た
場
合
、
必
ず
ユ
ニ
オ

ニ
ス
ト
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
の
両
方
を
含
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

一
一
一
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表
5
　
英
国
の
選
挙
制
度

選
出

方
法

左
記

選
出

方
法

が
採

用
さ

れ
て

い
る

選
挙

先
順

位
当

選
制

度
〔

小
選

挙
区

単
純

多
数

代
表

制
〕

（
F
irst P

ast the P
ost）

英
国

議
会

下
院

選
挙

地
方

自
治

体
の

議
会

議
員

選
挙

（
イ

ン
グ

ラ
ン

ド
・

ウ
ェ

ー
ル

ズ
）

小
選

挙
区

比
例

代
表

併
用

制
〔

小
選

挙
区

比
例

代
表

連
用

制
〕

＊
1

（
A
dditional M

em
ber S

ystem
）

ス
コ

ッ
ト

ラ
ン

ド
議

会
　

ウ
ェ

ー
ル

ズ
議

会
グ

レ
ー

タ
ー

・
ロ

ン
ド

ン
・

オ
ー

ソ
リ

テ
ィ

の
議

会
議

員
選

挙

補
足

投
票

制
度

〔
小

選
挙

区
二

票
累

積
型

完
全

多
数

代
表

制
〕

＊
2

（
S
upplem

entary V
ote S

ystem
）

グ
レ

ー
タ

ー
・

ロ
ン

ド
ン

・
オ

ー
ソ

リ
テ

ィ
の

首
長

選
挙

地
方

自
治

体
の

首
長

選
挙

単
記

移
譲

式
投

票
制

度
〔

厳
正

名
簿

型
単

記
移

譲
式

投
票

制
〕

＊
3

（
S
ingle T

ransferable V
ote）

地
方

自
治

体
の

議
会

議
員

選
挙

（
ス

コ
ッ

ト
ラ

ン
ド

・
北

ア
イ

ル
ラ

ン
ド

）
北

ア
イ

ル
ラ

ン
ド

議
会

注
　

 表
は

自
治

体
国

際
化

協
会

編
『

英
国

の
地

方
自

治
（

概
要

版
）

─
2011年

改
訂

版
─

』
よ

り
引

用
　

　〔
　

〕
は

筆
者

が
加

え
た

。
＊

1
 　

比
例

代
表

制
の

議
席

配
分

は
小

選
挙

区
制

で
獲

得
し

た
議

席
数

を
分

母
と

し
て

各
政

党
の

得
票

数
を

除
し

て
決

定
す

る
の

で
連

用
制

と
表

記
し

た
。

＊
2
 　

当
選

者
一

名
で

あ
る

が
、

有
権

者
は

優
先

順
位

を
つ

け
て

二
人

に
投

票
し

、
優

先
票

で
過

半
数

を
得

た
候

補
者

が
い

な
か

っ
た

場
合

に
は

、
上

位
二

名
以

外
の

候
補

者
の

第
二

位
の

票
を

、
下

位
の

者
の

票
か

ら
二

人
に

投
ぜ

ら
れ

た
票

を
配

分
し

て
行

き
、

過
半

数
に

達
し

た
も

の
を

当
選

者
と

す
る

も
の

で
あ

り
、

下
位

候
補

者
の

第
二

位
の

票
を

累
積

さ
せ

る
こ

と
か

ら
こ

の
表

記
と

し
た

。
＊

3
 　

各
政

党
の

名
簿

あ
る

候
補

者
に

優
先

順
位

を
つ

け
て

投
票

し
、

当
選

基
数

を
越

え
た

票
を

獲
得

し
た

者
か

ら
当

選
者

と
し

、
残

り
の

当
選

者
優

先
順

位
に

し
た

が
っ

て
票

を
移

譲
す

る
こ

と
で

当
選

者
を

決
定

す
る

も
の

な
の

で
こ

の
表

記
に

し
た

。

一
一
二



ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
独
立
運
動
を
通
し
て
み
た
イ
ギ
リ
ス
の
国
政
と
地
域
政
治
（
山
田
）

（
六
九
九
）

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
各
地
域
を
単
位
と
し
て
、
議
員
定
数
六
〇
〇

人
の
新
し
い
選
挙
制
度
で
、
二
〇
一
〇
年
一
二
月
一
日
時
点
で
の

選
挙
人
数
を
用
い
て
計
算
す
る
と
、
下
院
（
庶
民
院
）
の
議
席
は
、

前
述
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
五
二
議
席
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
三
〇
議
席
、

北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
一
六
議
席
に
加
え
て
、
東
（
イ
ー
ス
ト
）
ミ
ッ

ド
ラ
ン
ド
に
四
四
議
席
、
東
（
イ
ー
ス
ト
）
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に

五
六
議
席
、
ロ
ン
ド
ン
に
六
八
議
席
、
北
東
（
ノ
ー
ス
・
イ
ー
ス

ト
）
に
二
六
議
席
、
北
西
（
ノ
ー
ス
・
ウ
ェ
ス
ト
）
に
六
八
議
席
、

南
東
（
サ
ウ
ス
・
イ
ー
ス
ト
）
に
八
三
議
席
、
南
西
（
サ
ウ
ス
・

ウ
ェ
ス
ト
）
に
五
三
議
席
、
西
（
ウ
ェ
ス
ト
）
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ド
に

五
四
議
席
、
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
・
ハ
ン
バ
ー
に
五
〇
議
席
配
分
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。
一
二
地
区
の
平
均
は
五
〇
議
席
で
あ
り
、
選
挙

人
の
平
均
人
数
は
七
万
六
百
人
と
な
る

（
40
）

。
欧
州
議
会
議
員
選
挙
を

通
し
て
み
た
場
合
、
こ
の
一
二
地
域
が
イ
ギ
リ
ス
の
広
域
自
治
体

の
基
準
と
な
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
と
い
え
る
。

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
住
民
か

ら
の
調
査
に
よ
る
と
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
は
住
民
の
四
三
％
し
か

地
域
と
の
一
体
感
を
感
じ
て
い
な
い
の
に
対
し
て
、
ス
コ
ッ
ト
ラ

ン
ド
で
は
住
民
の
七
二
％
が
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
で
は
八
一
％
が
一
体

な
優
先
順
位
当
選
制
度
（
小
選
挙
区
単
純
多
数
代
表
制
）
で
は
な
く
、

他
の
制
度
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
相
違
を
示
す
と
表
5

の
よ
う
に
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

5 　

イ
ギ
リ
ス
（
Ｕ
Ｋ
：
連
合
王
国
）
の
地
域

政
治
の
実
態
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
独
立
運
動

の
影
響

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
Ｇ
Ｌ
Ａ
と
八
つ
の
地
域
開
発
公
社
設
置
区
域

に
議
会
が
置
か
れ
、
そ
れ
ら
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
、
ウ
ェ
ー

ル
ズ
議
会
、
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
議
会
と
類
似
し
た
資
格
を
有
す
る

と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
地
域
議
会
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
ら
が

設
置
さ
れ
れ
ば
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
は
明
確
に
「
イ
ギ
リ
ス

（
Ｕ
Ｋ
：
連
合
王
国
）
議
会
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
本
来
イ
ギ
リ

ス
（
Ｕ
Ｋ
：
連
合
王
国
）
が
そ
う
し
た
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
て
い
る

こ
と
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
九
つ
の
地
域
が
欧
州
議
会
議
員
選
挙

時
の
選
挙
区
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
理
解
で
き
る
。
そ
の
延

長
線
上
に
、
二
〇
一
一
年
に
成
立
し
た
下
院
（
庶
民
院
）
改
革
に

お
い
て
も
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
内
の
各
地
域
（
欧
州
議
会
議
員
選
挙
時

の
選
挙
区
）
の
選
挙
人
数
に
基
づ
き
、
サ
ン
＝
ラ
グ
式
で
そ
れ
ぞ

れ
の
選
挙
区
数
（
定
数
…
著
者
注
）
を
算
出
す
る
こ
と
が
提
案
さ

一
一
三
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経
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を
優
遇
し
す
ぎ
だ
と
の
批
判
が
起
き
て
い
る

（
42
）

。」
と
の
報
道
が

あ
っ
た
。
但
し
住
民
投
票
が
否
決
を
決
定
し
た
こ
と
を
受
け
て

キ
ャ
メ
ロ
ン
首
相
は
「
全
英
国
が
よ
り
良
く
明
る
い
将
来
に
向
け

て
一
致
団
結
す
べ
き
だ
。
公
約
し
た
権
限
委
譲
を
進
め
る
」
と
述

べ
た

（
43
）

と
の
報
道
も
み
ら
れ
る
。

キ
ャ
メ
ロ
ン
の
投
票
前
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
へ
の
分
権
拡
大
の

提
案
に
対
し
て
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
優
遇
へ
の
反
対
意
見
が
あ
る

反
面
、
ロ
イ
タ
ー
は
「
英
国
で
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
型
『
自
治
』
を

求
め
る
声
、
格
差
拡
大
で
」「
英
国
か
ら
の
独
立
の
是
非
を
問
う

住
民
投
票
を
実
施
す
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
」
と
い
う
見
出
し
で

ニ
ュ
ー
ス
を
配
信
し
た
。
そ
こ
に
は
、「
独
立
の
気
運
の
高
ま
り

に
よ
り
、
英
国
の
各
地
で
も
、
自
治
の
可
能
性
拡
大
と
い
う
望
み

に
火
が
つ
い
て
い
る
」
こ
と
を
強
調
し
、「
し
か
し
ス
コ
ッ
ト
ラ

ン
ド
の
独
立
投
票
で
、
地
方
の
政
治
家
や
指
導
者
、
企
業
家
た
ち

は
地
域
の
成
長
促
進
に
必
要
な
自
治
を
強
く
求
め
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。
Ｉ
Ｔ
Ｖ
ニ
ュ
ー
ス
の
委
託
で
調
査
会
社
コ
ム
レ
ス
が

行
っ
た
世
論
調
査
で
は
、
回
答
者
の
四
八
％
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
や

ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
各
都
市
や
地
域
に
も
っ
と
権
限
を
移
譲
す
る
こ
と

に
賛
成
し
て
い
る
」
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

さ
ら
に
〈
ま
ず
は
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
か
〉
の
小
見
出
し
に
続
け
て

感
を
感
じ
て
い
る
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
九
地
域
で
は
、
南
西
（
サ

ウ
ス
・
ウ
ェ
ス
ト
）
の
数
字
は
な
い
が
、
北
西
（
ノ
ー
ス
・
ウ
ェ
ス

ト
）、
西
（
ウ
ェ
ス
ト
）
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ド
で
は
九
割
以
上
が
、
北
東

（
ノ
ー
ス
・
イ
ー
ス
ト
）
と
南
東
（
サ
ウ
ス
・
イ
ー
ス
ト
）
で
は

八
五
％
以
上
が
地
域
へ
の
帰
属
意
識
を
有
し
て
い
る
。
北
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
は
、
国
会
議
員
の
地
域
政
党
所
属
議
員
へ
の
票
か
ら
見
る

と
帰
属
意
識
に
は
バ
ラ
ツ
キ
が
み
ら
れ
る
。
南
西
（
サ
ウ
ス
・

ウ
ェ
ス
ト
）
で
は
、
半
分
ほ
ど
の
地
域
で
コ
ー
ン
ウ
オ
ー
ル
語
が

話
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
、
上
位
の
四
地
域
は
そ
れ
ぞ
れ
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
や
ウ
ェ
ー
ル
ズ
と
接
し
た
地
域
で
あ
り
、
コ
ー
ン
ウ
オ
ー

ル
地
域
も
ウ
ェ
ー
ル
ズ
と
接
し
て
い
る
（
ロ
ン
ド
ン
か
ら
遠
い
）
こ

と
が
、
居
住
地
へ
の
帰
属
意
識
を
高
い
も
の
に
し
て
い
る
と
推
測

で
き
る

（
41
）

。

今
回
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
独
立
に
関
す
る
住
民
投
票
に
対
し

て
、「
保
守
党
を
率
い
る
キ
ャ
メ
ロ
ン
首
相
始
め
英
有
力
三
政
党

の
各
党
首
が
一
六
日
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
地
元
紙
上
で
『
独
立
が

否
決
さ
れ
れ
ば
更
な
る
権
限
委
譲
を
行
な
う
』
と
の
共
同
宣
誓
文

を
発
表
し
た
こ
と
に
対
し
、
賛
成
派
で
は
『
い
ま
さ
ら
信
用
で
き

な
い
』
と
の
反
発
が
広
が
っ
た
。
逆
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
や
ウ
ェ
ー

ル
ズ
な
ど
英
国
内
の
他
の
地
域
か
ら
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
だ
け

一
一
四



ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
独
立
運
動
を
通
し
て
み
た
イ
ギ
リ
ス
の
国
政
と
地
域
政
治
（
山
田
）

（
七
〇
一
）

の
他
は
自
由
に
地
域
の
意
思
に
従
っ
て
遂
行
し
て
い
く
権
利
を
各

地
方
に
与
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
イ
ギ
リ
ス

（
Ｕ
Ｋ
：
連
合
王
国
）
で
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
よ
う
な
極
端
に
広
く

人
口
も
多
い
地
域
を
地
方
と
し
た
の
で
は
、
準
国
家
と
い
え
る
も

の
に
な
っ
て
し
ま
い
、
有
効
な
分
権
の
受
け
皿
と
な
る
こ
と
は
で

き
な
い
。

こ
う
し
た
こ
と
を
考
え
た
ば
あ
い
、
下
院
（
庶
民
院
）
議
員
数

で
五
〇
人
程
度
が
選
出
さ
れ
る
べ
き
規
模
の
広
域
自
治
体
を
創
り
、

そ
こ
に
分
権
し
て
い
こ
う
と
す
る
方
向
性
が
求
め
ら
れ
る
可
能
性

が
高
い
こ
と
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
独
立
運
動
か
ら
も
推
測
で

き
る
。
そ
う
考
え
た
場
合
、
イ
ギ
リ
ス
の
八
つ
の
地
域
開
発
公
社

が
設
置
さ
れ
て
い
る
地
域
で
は
、
再
度
公
選
の
首
長
と
議
会
を
持

つ
民
主
的
な
地
方
公
共
団
体
の
創
設
に
向
け
て
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
の
よ
う
に
、
必
要
な
ら
ば
地
域
政
党
を
創
設
し
住
民
投
票
を
実

施
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
草
の
根
か
ら
自
治
権
拡
大
運
動
を
展
開

す
る
必
要
が
あ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
し
て
き
て
い
る
ボ
ー

ダ
レ
ス
社
会
に
お
け
る
、
広
域
的
な
地
域
を
単
位
と
し
た
強
力
な

自
治
分
権
を
推
進
で
き
る
主
体
確
立
の
必
要
性
を
、
ス
コ
ッ
ト
ラ

ン
ド
の
独
立
に
向
け
た
住
民
投
票
は
、
多
く
の
地
域
や
住
民
に
教

え
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
わ
れ
る
。

「
英
国
最
大
の
地
域
で
あ
る
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
で
、
ビ
ジ
ネ
ス
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
の
リ
チ
ャ
ー
ド
・
カ
ー
タ
ー
氏
（
四
八
）
は
八
月
、

「
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
・
フ
ァ
ー
ス
ト
」
と
い
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
打

ち
出
し
、
地
方
自
治
体
へ
の
権
限
委
譲
を
求
め
た
。」
こ
と
や

「
北
部
グ
レ
ー
タ
ー
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
の
住
民
も
同
意
見
だ
ろ
う

と
」
配
信
し
て
い
る
。
ま
た
ウ
ェ
ー
ル
ズ
民
族
党
の
党
首
を
務
め

た
ダ
フ
ィ
ド
・
ウ
ィ
グ
リ
ー
氏
が
「
ウ
ェ
ー
ル
ズ
民
族
党
は
、
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
認
め
ら
れ
て
い
る
の
と
同
じ
よ
う
な
条
件
で
、

ウ
ェ
ー
ル
ズ
に
増
税
や
支
出
を
求
め
る
権
限
が
与
え
ら
れ
る
べ
き

だ
と
考
え
て
い
る
」
と
述
べ
た
こ
と
も
伝
え
て
い
る

（
44
）

。

こ
う
し
た
分
権
理
論
を
支
え
て
い
る
「
補
完
性
の
原
理

（S
ubsidiarity

）
は
、
一
九
七
九
年
以
来
の
イ
ギ
リ
ス
の
修
正
で

あ
る
ウ
ル
ト
ラ
・
ヴ
ァ
イ
レ
ス
（
権
限
踰
越
）
の
法
理
と
は
大
き

く
矛
盾
し
た
解
釈
で
は
あ
る
が
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン

ス
タ
ー
（
英
国
議
会
）
か
ら
権
限
を
剥
奪
し
、
広
域
自
治
体
や
基

礎
自
治
体
に
そ
れ
を
委
譲
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
用
語
と
し
て
使

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の

（
45
）

」
で
あ
る
こ
の
こ
と
は
、
イ
ギ
リ
ス

の
地
方
自
治
制
度
が
、
制
限
列
挙
方
式
か
ら
概
括
例
示
方
式
に
移

行
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
も
の
と
も
い
え
る
。
国
家
に
は
本

来
国
家
し
か
担
当
で
き
な
い
権
限
の
み
を
担
当
し
て
も
ら
い
、
そ

一
一
五



政
経
研
究　

第
五
十
一
巻
第
三
号
（
二
〇
一
四
年
十
二
月
）

（
七
〇
二
）

（
5
） 

人
口
と
面
積
に
関
し
て
は
、
自
治
体
国
際
化
協
会
『
英
国
の

地
方
自
治
（
概
要
版
）
│
二
〇
一
三
年
改
訂
版
│
』
参
照

（
6
） F

. J. M
. M

adden ‘U
nderstand Irish H

istory’ T
he 

M
cG

raw
-H

ill C
om

panies.

（
7
） 

外
務
省
：
各
国
・
地
域
情
勢
・
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
参
照

（
8
） 

石
見
豊
著
「
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
分
権
改
革
」、「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
の
分
権
改
革
再
検
討
」
国
士
舘
大
学
政
経
学
会
『
政
経
論
争
』

参
照

（
9
） 

自
治
体
国
際
化
協
会
（
Ｃ
Ｌ
Ａ
Ｉ
Ｒ
）
編
『
英
国
の
地
方
自

治
（
概
要
版
）
│
二
〇
一
一
年
改
訂
版
│
』、『
英
国
の
地
方
自
治

（
概
要
版
）
│
二
〇
一
三
年
改
訂
版
│
』、
江
上
能
義
著
「
ブ
レ
ア

政
権
下
の
地
域
分
権
⑴
」『
政
策
科
学
・
国
際
関
係
論
集
』

二
〇
〇
五
年
参
照

（
10
） 

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
選
挙
結
果
に
つ
い
て
は
、
渡
辺
樹
著

「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
国
民
党
」
国
立
国
会

図
書
館
『
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
』
二
〇
〇
七
年
一
〇
月
及
び
、

Ｃ
Ｌ
Ａ
Ｉ
Ｒ
会
ロ
ン
ド
ン
事
務
所
「
Ｃ
Ｌ
Ａ
Ｉ
Ｒ
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ

ン
」
二
〇
一
一
年
七
月
配
信
を
参
照
し
整
理
し
た
。

（
11
） 

「
公
共
団
体
や
企
業
あ
る
い
は
そ
の
他
の
団
体
の
法
律
や
契
約

に
お
け
る
関
係
の
中
で
、
そ
れ
ら
の
団
体
が
法
令
や
法
文
化
さ
れ

た
証
書
に
よ
っ
て
制
約
を
受
け
る
と
い
う
重
要
な
原
則
」（D

avid 
M

 W
alker, ‘T

he O
xford C

om
panion L

aw
’ C

larendon 
P
ress, 1980. p.775.

）
で
あ
り
、
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
は

「
特
定
の
法
律
の
中
に
自
ら
の
行
為
に
対
す
る
積
極
的
な
権
威
を
見

註（
1
） G

eorge K
erevan and A

lan C
ochrane “S

C
O
T
T
IS

H
 

IN
D
E
P
E
N
D
E
N
C
E
 Y

E
S
 N

O
” T

he H
istory P

ress 2014, 
P
.9.

投
票
の
結
果
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
Ｔ
Ｖ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
参
照
し
た
。

（
2
） 

一
七
〇
六
年
の
連
合
条
約
で
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
を
併
合
し
、

一
七
〇
七
年
に
イ
ギ
リ
ス
（
Ｕ
Ｋ
：
連
合
王
国
、
ブ
リ
テ
ン
王
国
）

と
な
っ
た
時
の
正
式
な
国
名
は
、“the united kingdom

 of G
reat 

B
ritain”

と
表
記
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
一
八
〇
一
年
の
連
合
法
に

よ
っ
て
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
を
併
合
し
新
た
な
イ
ギ
リ
ス
（
Ｕ
Ｋ
：
連

合
王
国
、
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
諸
島
王
国
）
と
な
っ
た
時
の
正
式
な

国
名
は“the U

nited K
ingdom

 of G
reat B

ritain and Ireland”

で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
一
九
二
二
年
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
島
内
が
分

裂
し
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
共
和
国
が
独
立
し
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
が
イ

ギ
リ
ス
に
と
ど
ま
っ
た
後
は
、
イ
ギ
リ
ス
（
Ｕ
Ｋ
：
連
合
王
国
）

の
正
式
な
呼
称
は“the U
nited K

ingdom
 of G

reat B
ritain 

and N
othern Ireland”

と
な
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
イ
ギ
リ
ス
は
正
式

に
は
Ｕ
Ｋ
（
連
合
王
国
）
と
す
る
か
、
時
代
の
状
況
に
合
わ
せ
て

呼
ぶ
べ
き
で
あ
る
が
、
本
論
文
で
は
現
在
の
日
本
の
国
名
呼
称
に

従
い
、
国
名
を
イ
ギ
リ
ス
（
Ｕ
Ｋ
：
連
合
王
国
）、
イ
ギ
リ
ス

（
Ｕ
Ｋ
：
連
合
王
国
）
を
構
成
す
る
地
域
を
そ
れ
ぞ
れ
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
、
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
と
し
た
。

（
3
） G

. K
erevan &

 A
. C

ochrane, ibid.

（
4
） 

「
英
国
ニ
ュ
ー
ス
の
行
間
を
読
め
！
」5 D

ecem
ber 2013 

V
ol.400.

（http://w
w
w
.new

s-digest.co.uk/new
s/

）

一
一
六



ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
独
立
運
動
を
通
し
て
み
た
イ
ギ
リ
ス
の
国
政
と
地
域
政
治
（
山
田
）

（
七
〇
三
）

ト
ン
人
）
の
名
が
成
立
し
た
」（
青
山
吉
信
編
『
イ
ギ
リ
ス
史
1　

先
史
▲
中
世
』
山
川
出
版
社
、
一
九
九
一
年
、
二
五
頁
）
と
い
わ

れ
て
い
る
。

（
15
） 

青
山
、
前
掲
書
、
七
│
六
三
頁
やR

osem
ary G

oring, 
‘S

cotland: T
he A

utobiography’. P
enguin B

ooks. 2014

な
ど

を
参
照
し
て
整
理
し
た
。

（
16
） 

青
山
、
前
掲
書
、
八
七
│
一
四
八
頁
参
照

（
17
） Joseph C

oohill, ‘Ireland A
 S

hort H
istory’ O

new
orld. 

2014. pp.10-16.

参
照

（
18
） 

小
林
照
夫
著
「
合
邦
下
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド　

│
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
│
」 

関
東
学
院
大
学
文
学
部

『
紀
要
』
第
一
二
〇
・
一
二
一
号
合
併
号
下
巻
、
二
〇
一
〇
年
、

三
九
頁

（
19
） 

松
井
理
一
郎
著
『
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
原
点　

│
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
が
映
し
出
す
「
イ
ギ
リ
ス
」
の
光
と
影
』
あ
る
ば
書
房
、

二
〇
〇
五
年
、
一
二
〇
頁

（
20
） Jonathan B

arry, ‘T
he T

udor and S
tuart T

ow
n, A

 
reader in E

nglish urban history, 1530-1688’ L
ongm

an. 
1990. p.p.39-51.

（
21
） 

小
林
、
前
掲
論
文
、
五
六
頁
参
照

（
22
） T

revor-R
oper “T

he G
eneral C

risis of the S
eventeenth 

C
entury” V

olum
e 16, 1959.

今
井
宏
訳
・
同
編
訳
『
一
七
世
紀

危
機
論
争
』
創
文
社
、
一
九
七
五
年

（
23
） Im

m
anuel W

allerstein, “T
he M

odern W
orld-S

ystem
 

出
す
こ
と
が
で
き
る
ば
あ
い
に
限
っ
て
、
確
か
に
例
外
は
あ
る
も

の
の
行
政
行
為
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
地
方
公
共
団
体
は
そ
の

地
域
の
人
々
の
便
益
に
つ
い
て
総
合
的
な
法
的
能
力
を
有
し
て
は

い
な
い
の
で
あ
る
。
法
律
が
そ
の
部
分
に
つ
い
て
の
べ
て
い
な
い

と
い
う
消
極
的
な
解
釈
で
は
十
分
で
は
な
い
。
特
別
な
権
威
が
付

与
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
な
条
件
で
あ
る
」（P

eter G
. 

R
ichards, T

he L
ocal G

overnm
ent ‒ T

he N
ew

 L
ocal 

G
overnm

ent S
eries 5 ‒ G

eorge A
llen &

 U
nw

in L
td, 1983, 

P
.2.

）

（
12
） 

Ｃ
Ｌ
Ａ
Ｉ
Ｒ
『
英
国
の
地
方
自
治
（
概
要
版
）
│
二
〇
一
三

年
改
訂
版
│
』
七
一
│
七
二
頁
を
参
照
し
整
理
し
た
。

（
13
） 

神
奈
川
県
報
告　372148

（
14
） 

イ
ギ
リ
ス
（
Ｕ
Ｋ
：
連
合
王
国
）
の
歴
史
の
中
で
扱
わ
れ
て

き
た
領
域
は
、
そ
の
時
々
の
英
語
表
記
の
国
家
名
に
か
か
わ
ら
ず
、

ブ
リ
テ
ン
島
と
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
島
と
そ
の
周
辺
に
位
置
す
る
島
嶼

地
域
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
地
域
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
地
域
全

体
は｢

ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
諸
島
（B

ritish Isles

）｣

と
も
呼
ば
れ
る
。

こ
の
こ
と
はM

ark N
icholls, ‘A

 H
IS

T
O
R
Y
 of the M

O
D
E
R
N
 

B
R
IT

IS
H
 IS

L
E
S
 

│1529

│1603

│ T
he T

ow
 K

ingdom
s’ 

B
lackw

ell.

か
ら
も
理
解
で
き
る
。
な
お
そ
の
起
源
は
「
前
四
世

紀
同
じ
く
マ
ル
セ
イ
ユ
の
航
海
者
ピ
ュ
テ
ア
ス
は
、
両
党
を
一
括

し
て
「
プ
レ
タ
ニ
」「
プ
リ
タ
ニ
」
と
よ
ん
だ
。
以
来
こ
れ
が
多
く

の
著
作
家
に
採
用
さ
れ
、
や
が
て
ラ
テ
ン
語
の
「
ブ
リ
ト
ニ
」
に

転
訛
し
、
島
名
「
ブ
リ
タ
ニ
ア
」、
住
民
「
ブ
リ
ト
ネ
ス
」（
ブ
リ

一
一
七



政
経
研
究　

第
五
十
一
巻
第
三
号
（
二
〇
一
四
年
十
二
月
）

（
七
〇
四
）

『
二
〇
〇
五
年
英
国
議
会
下
院･

統
一
地
方
選
挙
』
自
治
体
国
際
化

協
会
、
英
国
下
院
図
書
館
資
料
「G

eneral E
lection 2005 

（H
ouse 

of C
om

m
ons L

ibrary R
esearch P

aper

）」
二
〇
〇
五
年
「
英

国
下
院
議
会
総
選
挙
」
等
を
参
照
し
て
作
成
し
た
。

（
30
） S

tevens, T
he P

olitico’s G
uide to L

ocal G
overnm

ent, 
op. cit., p.56.

石
見
、
前
掲
訳
参
照

（
31
） 

石
見
豊
著
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
地
方
行
政
」『
政
経
学
会
創
立

五
〇
周
年
記
念
号
』
国
士
舘
大
学
政
経
学
会

（
32
） 

石
見
、
前
掲
論
文
、
参
照

（
33
） 

江
上
著
、
前
掲
論
文
、
九
頁
。
な
お
数
字
表
記
等
は
筆
者
が

修
正
し
た
。

（
34
） 

石
見
、
前
掲
書
、
一
一
頁

（
35
） 

石
見
、「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
分
権
改
革
再
検
討
」
参
照

（
36
） 

二
次
立
法
：
従
位
立
法
（subordinate legislation

）
と
は
、

「
英
国
議
会
が
制
定
し
た
法
律
の
範
囲
内
で
定
め
ら
れ
る
規
則

（rule

）
や
規
制
（regulation

）
を
指
す
も
の
で
あ
り
、
通
常
の

二
次
立
法
制
定
権
：
枢
密
院
令
に
基
づ
い
て
各
省
大
臣
お
よ
び
各

省
に
委
譲
さ
れ
る
も
の
」
で
あ
り
（
石
見
、「
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
分
権

改
革
」
参
照
）、
そ
れ
ゆ
え
こ
の
二
次
立
法
権
は
国
会
が
制
定
し
た

立
法
の
枠
内
で
の
細
則
な
ど
を
制
定
す
る
権
限
で
あ
り
、
実
際
上

は
命
令
制
定
権
で
し
か
な
い
。

（
37
） 

石
見
、「
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
分
権
改
革
」

（
38
） 
石
見
、「
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
分
権
改
革
」

（
39
） 
石
見
豊
著
「
英
国･

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
け
る
分
権
改
革

vol. 2: M
ercantilism

 and the C
onsolidation of the 

E
uropean W

orld-econom
y, 1600-1750”, 

（A
cadem

ic P
ress, 

1980
）.

川
北
稔
訳
『
近
代
世
界
シ
ス
テ
ム　
一
六
〇
〇
│
一
七
五
〇

│
重
商
主
義
と
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
経
済
」
の
凝
集
』、
名
古
屋

大
学
出
版
会
、
一
九
三
三
年

（
24
） S

tevens, A
ndrew

, T
he P

olitico’s G
uide to L

ocal 
G
overnm

ent, 2nd ed., L
ondon: P

olitico’s, 2006.

石
見
豊
訳

『
英
国
の
地
方
自
治
│
歴
史
・
制
度
・
政
策
│
』
芦
書
房
、

二
〇
一
一
年
、
八
頁
、D

avid M
 W

alker, op. cit. p.595.

参
照

（
25
） 

富
沢
霊
岸
著
『
イ
ギ
リ
ス
中
世
史
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、

一
九
九
八
年
、
第
二
章

（
26
） S

. A
ndrew

.

石
見
訳
、
前
掲
書
、
八
頁

（
27
） 

杉
本
豊
久
著
「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
け
る
言
語
事
情
と
グ

ラ
ス
ゴ
ー
の
ゲ
ー
ル
語
教
育
」
成
城
大
学
『
成
城
文
藝
』
一
九
六

号
、
二
〇
〇
六
年
九
月
、
八
五
│
八
六
頁
、
ジ
ョ
ン　
Ｃ
．
マ
ー

ハ
・
臼
井
直
人
著
「
イ
ギ
リ
ス
の
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
教
育
」
国
際
基

督
教
大
学
『
教
育
研
究
』
四
〇
号
、
一
九
九
八
年
、
三
九
│
四
二

頁
参
照

（
28
） 

小
松
由
季
著
「
英
国
議
会
下
院
改
革
及
び
選
挙
制
度
改
革
等

の
動
き
」
参
議
院
事
務
局
企
画
調
査
室
編
『
立
法
と
調
査
』
№

三
二
一
、
同
調
査
室
、
二
〇
一
〇
年
一
〇
月
、
八
三
頁

（
29
） 

自
治
体
国
際
化
協
会
編
『
英
国
の
地
方
自
治
（
概
要
版
）
│

二
〇
一
一
年
改
訂
版
│
』、『
英
国
の
地
方
自
治
（
概
要
版
）
│

二
〇
一
三
年
改
訂
版
│
』、
ク
レ
ア
レ
ポ
ー
ト
第
二
六
九
号

一
一
八



ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
独
立
運
動
を
通
し
て
み
た
イ
ギ
リ
ス
の
国
政
と
地
域
政
治
（
山
田
）

（
七
〇
五
）

の
新
段
階
」『
政
経
論
叢
』
国
士
舘
大
学
政
経
学
会

（
40
） 

小
松
、
前
掲
論
文
、
八
三
頁

（
41
） 
Ｃ
Ｌ
Ａ
Ｉ
Ｒ
・
ロ
ン
ド
ン
事
務
所
『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け

る
権
限
委
譲
に
向
け
た
動
き
』
Ｃ
Ｌ
Ａ
Ｉ
Ｒ
三
│
四
頁

（
42
） 

「
英
国
ニ
ュ
ー
ス
」W

ednesday, 17 S
eptem

ber 2014 18:30

（http://w
w
w
.new

s-digest.co.uk/new
s/

）

（
43
） 

「
日
本
経
済
新
聞
」
二
〇
一
四
・
九
・
一
九　
一
六
：
三
六
、

日
本
経
済
新
聞　
電
子
版

（
44
） 

ロ
イ
タ
ー
「C

ube
ニ
ュ
ー
ス
」
九
月
一
八
日
（
木
）
一
八
時

二
四
分

（
45
） D

avid M
 W

alker, op. cit. p.229.

一
一
九




